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建設施工における現場作業者支援の
DXに関する取組



パワーアシストスーツ現場検証事例集

建設現場技能者の身体動作の支援として、他分野で活用が広がるパワーアシストスーツの建
設施工での有効性の現場検証の結果を「パワーアシストスーツ現場検証事例集」として作成しま
した。
建設現場での苦渋作業軽減対策の参考としていただく事を目的にHPにおいて公表しています。

国土交通省ＨＰからダウンロードできます。
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/sosei_constplan_tk_000036.html

◇導入効果（適用可能性が高いと考えられる）
重量物を扱い身体負担が大きい作業（掘削、持上げ下げ、など）
軽量物の扱いでも長時間の反復作業（中腰維持など）

◇パッシブ、アクティブで機能が異なるため、動作や構造特性に応じた使用が必要

◇活用効果が期待できる作業
「かご工」「鉄筋工」「張芝工」「コンクリート打設」、
「ブロック敷設工」、「法面石材敷設（石積工）」 等

◆実工事施工現場において現場検証を実施
・１５現場において２２種類のパワーアシストスーツを実証
・１現場で2～3種類のパワーアシストスーツを使用
・複数日使用での装着慣れを期待
・装着にあたってはメーカー等による装着指導を実施

応募された23 種のPAS の検証から得られた知見から、
適用効果が期待される工種とその留意点だけでなく、
建設施工用ＰＡＳに望まれる要求項目を記載

パワーアシストスーツ現場検証事例集
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今後の取組み

建設業における喫緊の課題
令和6年度(2024年)より建設業の時間外労働の上限規制が適用開始されるため、建設現場

での生産性向上は重要な課題である。

そこで、
さらなる働き方改革の推進と生産性向上を目指し、パワーアシストスーツ以外の現場作業者

支援技術（人間拡張技術を用いた視覚の拡張技術、身体の拡張技術や、存在の拡張技
術など）に関する調査・検討や検証を実施し、普及促進を行う。

今後は、次の人間拡張技術導入に向けた取組を行う。
視覚拡張技術を用いた現場作業の支援を行う技術
作業員の動態把握や体調管理を行う技術

それに伴い
導入検討内容拡大に伴うＷＧ名称を変更

「建設施工におけるパワーアシストスーツ導入に関するWG」

↓
「建設施工における現場作業者支援のDXに関するWG」
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